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概 要　子 宮頚癌術後膀胱 機能が 回 復す る ま で 恥 骨上膀胱瘻 を造設 ， 排 尿時経尿道操作 を ・一切 行 う こ と な

く管 理 し た 症例 に つ い て 尿路感染 の 基礎的検 討を行 い
， そ の 予 防法 を 考察 した e

　 （1）術後 1週間持続 吸引施行中 は 有意細菌尿 の 出現を全 く認 め な か つ た が，術後 7 日 よ り自尿を開始

す る と術 ec　4週 まで に 22例中 14例 （63，6％） に有意細菌尿を認 め た．経 1ヨ的 に 尿 と尿道内粘液 の 細菌培

養を行い えた 9症例で は そ の うち 7例 が術後 7 − −14　H の 間に尿道内粘液か ら検出さ れ た 細菌 と 同
一菌種

の 細菌を そ の 翌 日の 尿中に検出し た．

　 （2）尿道及 び腟前庭部の 細菌数 と細菌種の 経 日的変化は ほ ぼ一致 した ．また 術後 7 − 14日の 尿道 内細

菌種 は 尿検出細菌種 と一致し て グ ラ ム 陰性桿菌（GNR ）が主 で あ る が，15日以後は グ ラ ム 陽性球菌 （GPC ）

の 出現頻度 が増加 し，終 に は 術前 の 細菌叢 と
一

致する よ うに なつ た．

　（3）術直後か ら腟前庭 部洗滌 を 行 い 尿路感染 の 発生率 は 低下 し た が
， 非洗滌群 との 間 に 有意差を認め

な か つ た 。

　（4）術後 2週 目 に 抗菌剤を 7 日 間投与 しt：　1G例 で は 術後 4 週 目 ま で に 有意細菌尿 を 2 例 に 認 め た が，
尿，尿道及 び 腟前庭部 の 経 日的細菌検索 に よ り経尿道感染 は 否定 し え た ．

　（5）退院後 の 有意細菌尿 の 頻度 は 経尿道処置群 が 21，1％で あ つ た の に 比 し て，恥骨上膀胱瘻管理 群で

は 9，4％ で ，両群間 に 有意差を認 め た．

　以上 よ り広汎性子宮全摘術後 の 尿路感染 の 予防 に は
， 術後早期に は 細菌が 自然排尿後経尿道的に 膀胱

内 に 進入す る こ と， 及 び尿道 ， 膀胱粘膜 の 細菌抵抗性 が減弱す る こ と に 対する配慮が必要で あ り，ま た

こ の 予防に よ つ て退院後の 尿路感染の発生を も著明に低下さ せ うる こ と が判明した 。

Synopsis　In　patients　undergo 量ng 　radical 　hysterectorny　f〔｝r　cervical 　cancer ，　suprapubic 　bladder　drainage　by
INGRAM ’

s　trocar　catheter ，　which 　was 　removed 　when 　the　postvoiding　residual 　urine 　was 　under 　30　ml ，　was
attempted 　to　 reduce 　urinary 　tract孟nfection ，

　The 　incidence　 of 　urinary 　tract 　infection　was 　63．6％ during　4　 weeks 　after 　radical 　hysterectomy，　Most
appeare （ヨon 　the　7−14　th　postoperative　days．

　In　the　6　months 　after　radlcal 　hysterectomy，　the　incidence　of 　signi丘cant 　bacteriuria　in　the　suprapubic 　group
was 　9．4％ compared 　to　21ユ％ in　the　urethral 　catheterized 　group ．　 The 　differ印 ce 　between 　the　two　groups
圭ssignificant ．

　In　view 　of　these　results　the　following　is　suggested ：

　1） The 　antibacter1al 　mechanisms 　of　both毛he　urethra 　and 　urinary 　bladder　are 　greatiy　weakend 　immedi ・

ately　following　radical 　surgery 　for　cervical 　cancer 　due　to　organic 　changes 　occurring 　as 　a　result 　of 　the

surgery ．　Urethrovesical　 reHux 　 can 　 regurgitate 　 bacteria　 from　the　 urethra 　 int〔） the 　 bladder　and 　 cause

infection　despite　the　absence 　of 　urethra 董cathete ピizat三〔〕n．

　2）　 Indwe ！ling　and 　frequent　urethral 　catheterization 　fQr　residual 　 urlne 　Inay 　cause 　a　chronic 　 urethritis

which 　may 　prove　to　be　the　greatest　factor　predisposing　to　urinary 　tract　infection　following　radical 　surgery

for　cerv 孟cal　cancer ．
Key　words ：　Urinary　tract三nfection ・Suprapubic　bladder　drainage ・Radicai　hysterectomy ・Cervical　cancer
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　　　　　　　　　緒　　言

　子宮頚癌に 対す る広汎性子宮全摘術後 の 尿路感

染は 術後感染予防に 抗生物質を使用す る様 に な つ

て 骨盤死腔炎が著明に 減少 し た に もか か わ らず，

なお 減少傾向が み られず， しか も抗生 物質が発達

し た 現在で も難治性 の もの が多 い ．ま た 膀胱炎が

発症し て も尿意頻数や 排尿痛 な どの 自覚症状を欠

ぎ， た め に炎症が さ らに上部 に波及 し て 腎盂腎炎

を併発 し，時に ば慢性化 し て 腎機能障害を来 し，

終 に は 死 の転帰を と る こ と もあり，現在で も術後

合併症 と して 重要な位置を しめ る。

　 こ の 術後尿路感染 の 最大 の 誘因 と して 術後 の 早

期膀胱麻痺に 対 し て 行わ れ る 1週 間前後の 経尿道

的留置導尿，ま た そ の 後の 頻回 に わ た る 時間導尿

な ど経尿道的処 置に よる尿道内細菌 の 膀胱内移入

が挙げ られ て い る．

　著老は 頚癌術後 の 尿路感染 を防止す る試み と し

て 術後 の 経尿道的処置を全 く避 ける た め ，術直後，

恥骨上 膀胱瘻 を造設 ，残尿が無 くな るま で こ の カ

テ
ー

テ ル に よ り尿路管理 を行 い
， 恥骨上膀胱瘻に

よる尿路感染防止効果を検討 し
， 尿 ， 尿道及 び腟

前庭部 の 細菌動態を検索 し て 術後尿路感染の 発生

原 因に つ い て 追求 した。

　　　　　　　　　研究対 象

　対象は 当科 に て広汎性子宮全摘出術 を施行 した

子宮頚癌患者 414名で ，術直前 か ら術後 4 週間ま で

の 入院患者が 53名，術後 6 ヵ 月か ら 5年を経過 し

た 退院後患者 361名 で ある。また 最近 6 ヵ月以 内 に

尿路感染 の 既往また は症状 の 経験が な い 当科外来

を訪れた妊婦を除 く54名 の 婦人 を対照 とした．

　　　　　　　　　研究方法

　 1）術後導尿法

　 （1）術後 1 週間 Malecot　catheter に よ り経尿

道持続留置導尿を行 い ， その 後残尿が 30ml以下 2

日間継続す る ま で 経尿道的 に 4 − 8 時間毎 に 時間

導尿を施行 した 。以下経尿道 カ テ ーテ ル 群 とす る．

　（2）手術終 了直後 Ingram　Trocar　Catheter（12

Fr．）を使用 し，直視下 に 経腹的膀胱瘻を造設 ， 術

後 7 日間は低圧持続 吸引 し，以後 は 自尿を試み さ

せ た 後 こ の カ テ
ー

テ ル よ り排尿 させ ，残尿が 30m1

以下 2 日間継続 した 時 カ テ ーテ ル を抜去 し た ．以

下恥骨上 カ テ
ー

テ ル 群 とす る．

　な お 術 後感染予防 の た め 両 群 に 手術当 日 よ り

Sulbenicillin　5g／d を 5 日間，　Cefaroridin　2g／d を

7 日間投与 した．また恥骨上 カ テ
ー

テ ル 群 の
一

部

に は腟前庭部洗滌を施行 し， さら に
一部に は腟前

庭部洗滌と術後第 2 週 目 に Nalidixic　acid （NA ）

2．Og／d を 7 日問投与 し た ．

　 2）検体採取法

　経 尿道 カ テ
ー

テ ル 留 置中 は 外尿 道 口 よ り2− 3

cm 外側 の カ テ
ーテ ル 部 を70％酒精綿 で 清拭後 ，

滅菌注射器で 同部を穿刺 し，ま た 恥骨上 カ テ ーテ

ル 装着中は 同カ テ ーテ ル よ り採尿 ， 検体 と した ．

　腟前庭及 び尿道 の 検体採取 は 特製 ガ ラ ス 棒で 腟

前庭部を軽 く擦過 して 腟前庭部垢を採取 ，
こ の ガ

ラ ス 棒を直 ちに 生理的食塩水 2ml の 入つ た 滅菌 ス

ピ ッ ツ に 入れ，撹拌，振盪 し て 付着 した 粘液を 均

等に 混和し た ，続 い て 他 の ガ ラ ス 棒を外尿道 口 よ

り2− −3cm ま で 挿入 し て 尿道内粘液 を採取 ， 同様

に2m1 の 生理的食塩水中に 混和 ， そ れぞれ を検 体

とし た ．続 い て 滅 菌ネ ラ ト ン カ テ ーテ ル を膀胱内

に挿入 し採尿，検体 とした。

　3）細菌培養法及 び分離菌 同定法

　検体は い ずれ も生理的食塩 水に よ る 10倍希釈法

で 希釈 し，各一希釈液の 0．lml を HI 平板培 地上 に

塗沫 し，37℃，24時間 の 定量培養を行 い
， 尿 1ml 当

り及 び尿道内粘液 ， 腟前庭 部垢 の 2ml 混釈液 1m1

当 りの 細菌数を 算定 し た 。分離菌 の 同定は Cowan

の 医学細菌 同定 の 手び き
12，

に 従 い 行つ た 。

　　　　　　　　　検査成績

　A 術後早期にお け る尿路感染

　 1）術後尿路感染の 発生 時期 と頻度

　有意細菌尿 の 出現を もつ て尿路感染の 発生 と診

断す る と経尿道カ テ ーテ ル 群 10症例で は 尿路感染

は 留置導尿中 の 1週間に 4 例（40％），術後第 2 週

目 に 4 例，術後第 3 週 目に 1 例 と術後 4週 の 間 に

9例 （90％）に 発生 した．

　 こ れ に対 して恥骨上 カ テ ーテ ル 群22症例で は尿

路感染は 持続 吸引中の 1週間 は O，持続吸 引を 中

止 ， 自尿 を開始 した 術後ee　2 週 目の 1週間に 22例

中 10例（45．5％）に，術後 4 週の 間 に 14例 （63．6％）

に 発生 し た 。
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図 1　 The 　time　of 　onset 　of 　postoperative　UTI 　and

　 the　curnulative 　rate 　of 　illfect量oll
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　術 後第 1 週 目 の 感染 発 生 率 に 有 意差 （p 〈

0．005）を認めた が ， 以後に お け る発生率に は有意

差を認め な か つ た ．感染の 発生時期は 両群 とも術

後 2 − 3週 目が最 も高 か つ た （図 1 ），

　2）　尿路感染起 因菌

　経尿道カ テ ー
テ ル 群 の 尿路感染例 9例 よ り分離

され た 細菌 種 は Klebsiella　 pneumoniae 　4株 ，

Escherichia　coli 　3株，　 Streptococcus　faecalis　2

株， Morganella　morganii ，
　Enterobacter　cloacae

各 1株で あつ た ．

　恥骨上 カ テ ーテ ル 群 の 尿路感染例 14例 よ り分離

された 細菌種 は E．coli 　8株，　 K ．　pneumoniae 　4

株，
Proteus　mirabilis ，　S．　faecalis，腸内細菌以外

の GNR 各 1 株で あつ た ．ま た これ ら14例中，経 日

的に 尿 と尿道内粘液の培 養を行い えた 9症例の う

ち 7例 が術後 7 − 14日 の 間 に 尿道内粘液か ら検 出

され た 細菌 と同
一

菌種 の 細菌 をそ の 翌 日の 尿中 に

検出 した （表 1），

早　 崎 2187

　 3）尿道内細菌叢の 動態

　 （1）尿道内細菌検 出頻 度

　 恥骨上 カ テ ーテ ル 群 22例 中，経 日的に 尿道内細

菌 と同時に 尿 中細菌 の検査 を施行 し た 15例 で ，術

前に 既 に 103／ml 以 ．上 の 細菌力こ認め られ た もの は

6例 ，
こ の うち 3例 は 術後 1− 6 日の 間 ealO3／ml

未満 とな り，
か わ つ て残 り 9例中 3例が 103／ml 以

上 とな つ た が，い ずれ も有意細菌尿 は 認め な か つ

た。

　抗生物質投与を 中止 した翌 日 ， 即 ち術後 7 日目

で 尿道内細菌 が 10ヲml 以上 とな つ た の は 15例 中

5 例， 8 日 目 に 8 例 と増加 し，こ の うち 1 例は 8

日目 に ， 5例 は 9 日 目 に ， 2例は 10日 目に それぞ

れ有意細菌尿の 出現を認めた 。残 り103／m1 未満の

7 例 中 1例 の み 8 日 目 に 有意細菌尿を認め た 。

　 （2）尿道内検出細菌種

　尿 道 内粘 液201検 体 か ら16菌 種 181株 を分 離 し

た．E．　coii　40株 。
　 K ．　pneumoniae 　36株，　 P．　mir −

abilis17 株 ，
　 E ．　cloacae ， 腸内細菌以外の GNR 各

3 株，M ，　 morganii 　2 株，　 Proteus　 vulgaris ，

Citrobacter　freundii，　Serratia　marcescens 各 1

株 ， Staphylococcus　epidermidis 　36株，　S．　faecaHs

32株 ， β一Streptococcus，　Micrococcus 各 3株 ， γ
・

Streptococcus
，
グ ラ ム 陽性桿菌 （GPR ）， 酵母 様菌

（YLO ）各 1 株 で あ つ た ．

　術前及 び術後第 15 日以後で は GPC が多 く検 出

された が
， 抗生物質中止後の 1週間，即 ち術後第

7 − 14E で は GNR の 検 出頻度が57，5− 66．7％ と

高 く， E．　coli
，
　 K．　 pneumoniae ，

　 P．　mirabilis
，
　 S．

epidermidis ，　S．　faecalisが主 な検出菌で あつ た 。

S．faecalisと S，　epidermldis は GNR と
一

緒に検

出され る こ とが多か つ た が
， S，　epidermidis は術

後の 経過 と と もに単一菌株 として 検 出され る頻度

が増加 した （表 2）。

　 4）腟前庭部細菌叢の 動態

　 （1）腟前庭部細菌検 出頻度

　恥骨上 カ テ
ー

テ ル 群 6例に 腟前庭部細菌 を経 日

的に 検査 し，同時に 尿道内細菌も検査した．腟前

庭 部 に 103／ml 以上 の 細菌数 が検 出された症例 は
，

術前 で 6例中 2例 あ り，
い ずれ も尿道内細菌数は

103／m1 以上 で あつ た。術後抗生物質投与中 は 4 日
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表 1　 1solated　organisms 　froln　urine 　of 　patients 　with 　signl 行cant 　bacterhtria　during

　 suprapubic 　bladder　drainage　 and 　the　ure 亡hral　bacterial　fiora　 on 　the 　day　before
　 the　significant　bacteriuria　appeared

　 　 　 Time 　 of 　 onset

帑 　認臨
Isolated　organism 　（cfu ！ml ）
　 　 　 　 from

　 sigr〕i貸cant 　bacteriuria

　 Isolated　organisrn （cfu ／ml ）
from　 urethra 　on 　the　day　before
significant 　bacteriuria　apPeared

「　　 1（P 。 stoperative 　day｝　　　　　　　　　　　　　　　　．
I　　　　 L

ま．　 1　　　 8th 　day　　　　 KlebsieHa 　pneumoniae 　5 × 1σ　　　1

Klebsie 且la　pneurnoniae 　　　　　　2 × 105
Staphylococcus　cpiderrnidis 　lxlO 巳

2．
　　　　　Ir．…醒…

T
…”…

　　　　　18th 　day 　　　　 Klebsiella　pneumoniae　3x105MQrganella 　morganii 　 　 　 ］× 10

3， 9th 　dayII 　Escherichia　coli　　　　　　　2 × 108Escherichia
　 coli　　　　　　　　　lx10 塩

Streptococcus　faecal三s 　　　　　l× 10巳
Proteus 　mirabihs 　　　　　　　　　l　x　lO

4， 9th　day Klebsiella　pneumoniae 　6x107
Escher｛chia 　 col ［　　　　　　　lx106Klebs

〔eUa 　prleumorliae　　　　　7x103

5． 9th　day Proteus 　m ／rabHis 　 　 lx10 呂 ，

Klebsiena　pneumoniae 　　　　　lxlO4
Escherichia 　 coh 　　　　　　　　　1× 102
Streptococcus　faeca 王is　　　　　lxlO2
Proteus　mirabilis 　　　　　　　　8 × 10

6． 9th 　day Escherichia　coli　　　　　　　3 × 107Escherichia
　coli　　　　　　　　　6 × 105

KlebS［ella　pneUmQrliae 　　　 4 × 103

7． 9th　day Streptococcus　faecalis　3xlO5Staphylococcus 　epidermidis 　7 × 103

8． 10th　day Escherichia　c 〔〕1i　　　　　　　lxlO7Escherichia 　 coli 　　　　　　　　　3 × 105

9． 10th　day
　　　「買「．．i「1 一尸h广

Klebsiella　prleumoniae 　5x105Klebsiella
　prleumorliae　　　 2xlO

Staphylococcus 　epidermidis 　 lxlO

10．一」一値　　　　　
14th　day

−h肖一」曜旧由「n内冂」「

　尸ヒ・广」而「鳩」．、 」尸冒「 「了ヒ广广内肖帽
Escherichla　coli　　　　　 l × 10s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．閲

11． 21th 　dav　　　　　　「 Escherichia　coli 　　　　　 l × 1071

尸r1 「1冨广广「 h冖醒L泊ゴ「繭「」ゴー一…一「广L“心内曲馳1

12． 21th 　day Escherichia　 coli 　　　　　 lxlO6

13． 28th　day Escherichia　 coli　　　　　 5xlO7

14． 28th 　day GNR 　o廿ler　than 　　　　 2xlO δ

Enterobacteriaceae

出

　In　the　case 　t− 9　 urine 　and 　 urethral 　culture 　were 　 car 丁 ied　 out 　daily．

目に
一

時全例 が103／m1 未満とな つ た が ， 以後再 現

し
， 薬剤投与 中止 後 ， 即 ち 術後 8H 目で は 6 例中

4 例が103／m1 以上 とな り，うち 2例 は尿道内細 菌

が 103／ml 以上 で あ つ た。残 り 2例 も 9 ， 11日 目に

は 尿道内細菌が 10ヲm1 以 上 と な つ た 。

　 ま た 腟前庭部細 菌数 と尿道 内細菌数 との 間に 有

意の 相関関係 （r 　＝ ・　O．73）を認め た．

　（2）腟前庭部検 出菌種

　腟前庭部垢 81検 体よ り 9菌種 102株を分離 し た ．

E ．coli 　18株，　 K．　pneumoniae ，　P．　mirabilis 各19

株 ， 腸内細菌以外の GNR 　 3株 ，
　 E．　 cloacae ，

　 M ．

morganii 各 1 株，
　S．　epidermidis 　27株 ，

　S．　faecalis

13株，γ
・Streptococcus　1 株で あつ た．検 出菌種は

尿道内検 出菌種 に 類似 し，術後経過 に 従 つ て 同様

の 変化を認め た ．

　5）腟前庭部洗滌症例 に お け る尿路 感染

　術後第 1 日 よ り恥 骨上 カ テ
ー

テ ル 抜 去時ま で

0．05％ Chlorhexid三ne 　so1 ．で 1 日 1 回腟前庭部洗

滌を施行した 11症例で 尿路感染が術後 2週 目 に U

例 中 3例 （27．3％）， 3 ， 4週 目に 各 1例 と術後 4

週 目 ま で に 11例 中 5 例 （45，5％） に 発生 し た ．恥

骨上 カ テ ーテ ル の み に よ る 尿路管理 群 の 尿路感染

発生 率 に 比 較 し て 低率で あつ た が，両群間に 有意

差を認め なか つ た （図 1）．

　感染菌種は E ．coli 単独感染 1 例 ，
　 E ．　coli と K ．

pneumoniae と の 混 合感染 2例 ，腸 内細 菌以 外の

GNR 単独 感染 2例 で あつ た．

　尿道 内細 菌数 は 術後 7 日 目 で 103／ml 以上 の 細

菌数を 認め た 症例 はな く，非洗滌群 に 比較 し尿道

内細菌数は 有意 に低下 した 〔p ＜ 0．01）．し か し E ，

coli ，　K ．　 pneulnoniae に よ る 尿路感染例で は菌数

は 少な い なが ら も同一一一菌種 を尿 中検 出前に 尿道内
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1982イf．12ノ『

表 2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早　 崎

The 　 organisms 　isolated　from　 urethra 　in　patients　 after 　 radical 　hysterectomy

2189

Bacterial　species

Escherichia　 coli

Citrobacter　freundii

Morgan 醸 a 田 organii

Proteus　 mirabi ｝is

v −一一．
Staphylococcus
epidermidis

Micrecoccus

StreptocQccus　faeca置曩s

γ
．Streptococcus

β
・StreptecOCCUS

GPR

Yeast 　like　organism

Total

Sub・
9 「oup

隻

9日
3

一

＝

〔
bSS

Pre−ope −
rative

　dayF

つ

ーL2

123一

＝

〔
bSS123

皿

＝

SSS123

一

＝

SSS

墨

1

123｝
一
一

SSq

）
12

∩
δ

一

＝

SSS123

一

＝

SSS123

一

二

SSq

け
123一

一
…

q
》

SS123

一
　齟
　一

一
　…
　一

SSS

1

Day 　after　rad 量cal　hysterectomy

1− 63

ユ
丿

2

123…

＝

SSS123

一

＝

SSS1

五
23

一

＝

SSS123

皿

＝

SSS123

一

＝

（
bSQ

卩
123｝

＝

SSS123

一

＝

q）
SS123

＝
…

SSq

）

3

1

6211

323

−

呈
1

471

113

ρ
◎

4→

31

一幽
7
一

ト
1
一

12782

1

25Q

り

21

7231

2

2

8− 13 ユ4
一一一一十一一一

18

　1

卜

8

1

1

74

111

」
4111

44

ハ
02321

−m3｝
−

2

ー

ワ臼
Qげ

4凹

ll2

3

0561

74

2

2

41

4

1

ρ
Q
−

1

6
ρ
口

12

15−一・
ド
D21

2

2
！

−

Total

007411

2

17

111

35

…
3664

2

74

尸
D9

】

112392

34U6343

　

　
13

2783

l153

1

l131812855

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

　　　　　　　　　　　　　　S− 1 ： pat4ents　with 　suprapubic 　drainage（N ＝・22）

　　　　　　　　　　　　　　S− 21patients 　with 　suprapubic 　drainage　and 　vagin41 　douching　and 　genital

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cleansing 　with 　O，  5％ chlorhexidine （N 量11）

　　　　　　　　　　　　　　S−−3 ： patients　with 　suprapubic 　drainage　and 　prophylactic 　medicati 〔》n　of　N ，A 、2g／day （N ＝10＞

に 認め た．　　　　　　　　　　　　　　　　　 NA2 ．Og／d の 投与 を 試 み た 10症例 で 術 後 4 週 ま

　　6）腔前庭部洗 滌及 び NA 投与症例 に お け る尿　　 で に 2 例 （20％） の み に 尿路感染が 発生 した ．術

路感染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後 4 週間に お ける こ の 群 の 尿路感染発生率 は 経尿

　　腟前庭部洗滌 に加 えて術 後 7 日 目よ り 1週 間　　 道 カ テ
ー

テ ル 群及 び腟前庭部非 洗滌恥骨上 カ テ ー
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表 3　 Bacterial　coun 亡s　in　urine 　of 　patients　following　after 　radical 　hysterectomy
for　 cervical 　cancer

Years　after

　　radical

hysterectomyMethodfor
　 urlnedrahageBacterial

　counts 　in　uri蓬、e ｛cfu 〆ml ）
Total

　　　　　　一 
Inddencesigni

丘can

bacteriurく IO3
　　　　　　　　　I

lO呂
≦ 〈 1051 　 105≦

1
Suprapubic 29 4 4 374 ／37 （10．8

Urethral 28　　　　　　 1 12 4112 ／4王 〔29．3％ ）

2
Suprapubic

　 　 　 　 　 229

　　｝　　 3 4
一
　　　364 ！36 （11．1％ ）

Ureしhra11 　 　　 32 3 10 4510 ／45 （22，2劣）

3
S ・p・ap ・ bi・ i　 33 2 3 383 ！38 （7．9劣 ）

Ureしhral 「　　 33 3 8 448 ／44 （18．2傷 ）

4 − 6
Suprapublc

7
24 1 2 272 ／27 （ 7．4％ ）

Urethral 74 2 17 9317193 （18．3％）

Tota 】

Suprapubic 115 10 13 13813 ！138（ 9．4％）
＊

Urethra玉 167 9 47 22347 ／223（2U ％）
お
i

Control　subject 50 3 l　　
i
　 54 、　 互／54 （1，9％）

＊ The　difference　between　the　two 　groups 　was 　significant （P ＜ O．el）

テ ル 群 との 間 に それぞ れ有 意差 （p ＜ 0．OOS
，
　p く

0．05）を認め た （図 1）。

　ま た感染菌種 は 腸内細 菌以外 の GNR と GPR

で
， 尿道 内粘液や 腟前庭部垢 の 経 日的細菌培養 か

ら検 出し た 細菌種 と は 異 なつ て い た ，

　尿道内細菌は 術後 7 − 13 日 に か けて E、coli
，
　K ．

pneumoniae を検出 した 症例 もあ つ た が 1 − 3 日

で 検出 され な くな り，
こ れ らの 細菌種に よ る尿路

感染の 発生を認 め なか つ た ．

　 B 退院後 （術後 6 ヵ 月
一 5 年）に お け る尿路感

染

　1）尿路感染 の 頻度

　恥骨上 カ テ ー
テ ル 群 138名中 13名（9．4％）， 経 尿

道 カ テ ーテ ル 群 223名中47名 （21．1％）に 有意細菌

尿を 認め た ．対照婦人 54名で は 1名 の み （1．9％）

に 有意細菌尿 を認めた 。恥 骨上 カ テ
ー

テ ル 群 と対

照 との 間 に は 有意細菌尿 の 頻度に 有意差 を認め な

か つ た が，恥骨上 カ テ ーテ ル 群 と経尿道 カ テ ーテ

ル 群 と の 間に は有意差 （p ＜ 0．01）を認め た ．

　恥骨上 カ テ ーテ ル 群及 び経尿道 カ テ ーテ ル 群 に

お け る有意細菌尿 の 頻度は 手術年度別に 有意差 を

認め な か つ た が，手術後年数を経 る に従 い 減少の

傾向が認め られた （表 3），

　 2）尿中検 出菌

　恥 骨上 カ テ ーテ ル 群 で 有意細菌尿を認め た 13症

例 よ りの 検出菌 は Ecoli　8 株，　 C．　freundii　 1株，

P．mirabilis 　1 株 ，
　 Pseudomonas 　aeruginosa 　2

株，PseuClomonas　cepacia 　1株 ，
　S．　faecalis　3株

で あつ た ．

　経尿道 カ テ ーテ ル 群で 有意細菌尿 を認め た 47症

例 よ りの 検出菌は E ．　coli　29株 ，
　 C．　freundii　1株，

P．mirabilis 　2 株 ，
　 M ．　morganii 　1株 ，

　 K ．　pneu −

moniae 　 3株，　 P．　cepacia 　4 株，　 S．　faecalis　4 株 ，

S．epidermidis 　2株で あつ た．

　 また 対照 婦人で 有意細菌 尿を認め た 1例 よ りの

検 出菌は E．coli で あつ た （表 4 ）．

　　　　　　　　 考　　案

　頚癌術後尿路感染の 頻度は 高 く，退院時ま で に

86．3−−100％に 有意細菌尿 を認め ，30− 50％の 顕症

化 が報告 され て い る
1）3）G）。こ の 頻発す る原 因 と し

て 膀胱機能回 復 ま で の 持続留置 カ テ ーテ ル と頻回

の 時間導尿に よる経尿道的上 行感染が主 要因で あ

る と考え られ て い る．そ して こ の 尿路感染に 対す

る 予防法 が 種 々 工 夫 され，効果 が報 告 され て い

る
1）2）6）le）

．しか し退院後 の 尿路感染 に つ い て は

2i　．　1− 65．5％ の 発 症 頻 度 が 報 告 さ れ て い る

が
3）s）9 ）1°），そ の 原因や予防法 に 関す る詳細 な報 告

は な い ．

　再発を繰返す女性尿路感染症患者の 尿路感染 と

尿道細菌叢 の 動態 を E．coli の 血 清型 分類に よ り

経 時 的 に 観察，尿道 常在菌が尿 路感染 の 源 とな つ

て い る こ とが認め られ て い る
13 ）21）23）、ま た 女子で
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i  4 The organisms  isolated frorn urine  in patients following after radical

 hysterectomy  for cervical  eancer  
'

i

"8rr=op

vt-p=aasunsut

HN'pfiyp

･-8n:pmots=eo
i

'

Bacterialcountsinurine

Bacterialspecies (cfulml> No.ofstrains
<103lo3s<lor"lo5$

Escherichiacoli 6 2 816-

Citrobacterfreundii 1･.l

Preteusrnirabilis 1 1,(89.5%)

Pseudomonasaeruginosa 1 2
'3

Pseudomonascepacia 22 7 .L.30

Streptococcusfaecalis 1 3･-4

Staphylococcusepidermidis 2 2･

Total 30 11j1657

Escherichiacoli 3 6 29･38

Citrobacterfreundii 1 1

Proteusmirabilis 2･2
''(83.6%)

Morganellamorganii l1

Klebsiellapneumoniae

Pseudomonascepacia

110
･1･

3.4,g1

Streptococcusfaecalis 2 2 4 8

Streptococcusfaeciurn 1 1,

Staphylecoccusepidermidis 1i 2 3

Total 17 10 46.73

Escherichiacoli 1. 2 1 ,1(26.7thOe)

ev-Streptococcus ]. 1

B-Streptecoccus 1 1

r-Streptococcus 2 1 3

Staphylecoccusepidermidi$ 4 1 5･

Micrecoccu$ 1I: 1

lbtal 9 5 1!5

         . 
'htl

 5 Relation of bacteriuria to the urethral  fiora

Patients after  radical  hysterectemy: 
'
 

'
 

'
 

'
 

'

Bacterialcounts
inurethra(cfulml)

Bacterialcountsinurine(cfu!rnl) 'rotal

<lo3 le3$<lo5 loSs

<lo3 114
'4

8' 126i

lo3s<iowurJ 3 2 6 11'

le5s. 2 1 13. 16

Total 119･ 7 27･ 153

r==o.67  (S.)･
Control subjects:

Bacterialcounts
'inurethra(cfufml}

Bacterialcountsinurine(cfulml)
Total

<lo3 lo3s<loS 10SS

<!03 45. 3 1 49

lo3$<lo5 4･ 4.

lo5s l 1･

Total 50 3 1 54

r=.O.08  (N.S.)
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表 6　The 　organisms 　isolated　frorn　urethra 　in　patients 　following　after 　radical

hysterec亡omy 　for　cervical 　cancer

「
ぢ
Φ

ヨ Bacteria｛species

Bacterial　 C〔〕unts 皇n

　　　　　　　（cfu ／mDure
亀hraNo

．　of　3tra 三ns

1P の ＜ 1  3103
≦ く 105　

．
105≦

1

罵

主
ち
」

Escherichia　coH

Citrobacter　freundii

Proteus　mirabi 王is

EnterDbacter　cbacae

KlebsieHa　pneumQniae
Pseudolnonas 　cepacia

StreptQc。ccus 　faeGalis

Staphylococcus　epid α midis

3

4

7

1

12

511

】

3122

　　　　　　　　　　．一‘繭一
15

「

　 1

　 2
　　　　〔67 ．6％ ）
　1

　 3

　 1
　 3

　 8
一

Total 7 11 16
†
ト 34

亅

沼

8．h
ρ

磊

5
誓 181

Escherichia　CQh

Pseudomonas　cepacia
Streptoc。ccus 　faecalis

r
．Streptococcus

Staphylococcus　ep 童dermidis

Staphylococcus　aureus

Yeast　like　organism

　4

　3

　3H

　1

　ユ
　 　 　 　 　 r

：

21

1

1］・1・・9・・

3513

　1

　1
’
lbtal 23 4 1　　 1　　　　［28

は 膀胱頚部 の 近 くま で 常在菌 が存在す る
13 ｝が

， 健

常婦人 の 尿道常在菌 は 10− 103／ml 程度 の もの が

ほ とん どで あ り， 105／ml 以上 の 菌数がみ られ る も

の は 不 顕性の 尿道炎 の 疑い があ る と報告され て い

る
7｝
。

　著者 は 退院後に お い て も尿路感染の 頻度 が高 い

の は 術後尿路管 理 に おけ る留置 カ テ ーテ ル や頻 回

の 時間導尿に よ る尿道 の 慢性炎症が 主な る誘 因で

あ る と推測，経尿道留置 カ テ ーテ ル を施行 し た 退

院 後 6 ヵ 月
一 5年間の 術後 患者 153例 に 尿道 内細

菌 と尿中細菌の 検査 を施 行した表 5 に 示す如 く，

尿 道内細 菌検 出頻 度 は 103／ml 未 満 153例 中 126例

（82 ．35％ ）， 10：

／ml 以 上 105／ml 未 満 11 例

（7．19％）， 105／lnl 以上 16例 （10．46％）で ，対照婦

人 で は 103／ml 未満54例 中49例 （90．7％）， 103／ml

以上 105／ml 未満 4 例 （7 ，4％），　 IO5／m1 以上 1 例

（1．9％）で あ り， 両 群問で 105／ml 以上 の 検 出頻度

に 有意差 （p ＜ 0．05） を認 め た ．

　尿道内検出菌種は 表 6 の 如 く，E ，　coli 　15株 ，
　 K ．

pneumoniae 　3株，　 P．　mirabilis 　2株，　 E．　cloacae

1 株，C，　 freundii　1 株 ，
　 P ，　 cepacia 　l 株 ，

　 S。

faecalis　3 株，　 S，　epidermidis 　8 株 で
， 対照 婦人で

は E ．coli　 4株 ，
　 P．　cepacia 　1 株 ，

　 S，　 faeca玉is　3
株 ， γ

・Streptococcus　5株，　 S．　epidermidis13 株 ，

Staphylococcus　aureus 　 1株，　 YLO 　1 株で あ つ

た ．対照 で は GNR 　17．9％で ある の に 対 し ， 経尿

道 カ テ ーテ ル 群 で は GNR 　67．6％ で 尿中検 出菌 と

同様 の 傾 向が認め られた ．また 尿中細菌数 と尿道

内細菌数 との 関係を み る と，尿中細菌数 105／rn1 以

上 で あつ た 27例中 19例 （70．2％）， 103／m1 以上 10s／

ml 未満 の 7 例中 3 例（42．9％），
103／m1 未満 の 119

例中 5例 （4．2％）が尿道内細菌数 103／m1 以上 で あ

り， 有意細菌尿 と尿道内細菌数1G3／ml 以上 と は 有

意の 相関関係 （r ＝ 0．67）に あ る こ とを認 め た．そ

こ で 経尿道的処置を加 える こ とな く術後 の 尿路管

理を行 い
， そ の 場合 の 尿中細菌及 び尿道細菌叢 の

動態 を検索 した．

　婦人 科手術後に 恥骨上 膀胱瘻 に よ る尿路管理 を

導入 し
， 術後 尿 路 感染 の 減少 が 報 告 され て い

る
正5〕17）1s）19 ）22 ）．著 者 は lngram 考 案 の Trocar

Catheterl6）を利用 し，術後直視下に 恥骨上 膀胱瘻

を造設 し術後 の 尿路管理 を行 つ た。そ の 結果，恥

骨上 カ テ ーテ ル 群に お ける尿路感染 の 発生率は 術

後 4 週 目 ま で に 63．6％で ， 経 尿道 カ テ ーテ ル 群
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（90％）に 比較 し て 頻度 は 2／3に減少 した ．特に 術

後 1週間の 持続吸 引施行時に は 全例 に 尿中細菌を

認めず ， 経尿道カ テ
ー

テ ル 群 と比較 して有意に 感

染率 の 低下を認め た ． しか し術後 7 日 目 よ り自尿

を開始させ る と術後21 日まで に 54．5％ に有意細菌

尿の 発生を 認め ，長谷川 が術後時間導尿期に 認め

た感 染率 （50％）
2）

とほ ぼ同率 の 発生 を認め た ．即

ち頚 癌に 対す る広汎性子宮全摘術後 1 週間は こ の

方法で 防止 し え た が，第 2週以降に は 早期尿路感

染の 原因 として経尿道的処置の み で な く，他の 原

因を 考えね ぽな らな い ．

　
一方 ， 術前に 尿中細菌は 全例陰性 で あつ たが尿

道内に は 15例中 6 例 （40％）に 103／m1 以上 の 細菌

を認め ， これは子宮頚癌の 病変に よ る帯下が大 ぎ

く影響 して い る と考え られ る。手術直後は術時の

腟洗滌 ， 消毒 に よ る か 尿道内細菌数が 一時減少す

る 傾向に ある が，術後 8 日 目 に は 53．3％に 1  3
／ml

以上 の 細 菌数を認め ，細菌種 は術後 7　− 14日 に は

尿路感染の 起因菌 と
…

致す る GNR の 増加 がみ ら

れ た 。ま た 術後早期に 尿路感染が発生 し た 9 例 中

7例は尿道内に 検 出した 同
一

菌種を翌 日の 有意細

菌尿中に 検出し て お り，こ れ は時間導尿 とい う経

尿道的処 置を 加 え な くて も容易に経 尿道的上行感

染が 起 こ る こ、とを示唆する ，ま た 外尿道 口 周辺 の

腟前庭部 の 細菌動態が 尿道 の それ とほ ぼ 同様で あ

る こ とも認め た．

　そ こ で 術直後 よ り0．05％ Chlorhexidine　 sol．で

腟前庭部洗滌を試み た ．非洗滌群 に 比較 し尿路感

染の 発生率 は低下 し た が，両群問 に有意差を認 め

な か つ た．また洗滌群 中 ， 術後 7 日 目に 細菌数 は

103／ml 以下 で あつ た が そ の 後 に 発生 した 尿路感

染起因菌 と同一菌種を尿道内に 認め た 症例 もあっ

た．

　広汎性子宮全摘 出術後の 膀胱粘膜 の 変化は 術後

4 週間 ， 特 に 1 − 3週 目 に 充血
， 浮腫 ， 貧血 ， 血

管拡張，出血斑，肉柱形成が著 明で あ り，これ ら

の 変化は 手術侵襲 に よ つ て もた らされた もの と考

え られて い る
S＞e 即 ち膀胱 に お け る こ の 著明な変

化か ら み て ，こ の 期間に は 尿路に お け る SIgA の

局在
5）
に よ つ て 示 唆 され る尿道の 細菌抵抗性 や ，

膀胱壁 の Antibacterial　activity20 ｝が 異常 に 低 下

す る こ とが 予想 され， こ れ に 加えて 術後 7 日 月よ

り自尿を開始す る こ と か ら排尿時 の 尿道 内細菌 の

膀胱内へ の 移入
11 ）14）に よつ て 容易 に 尿路感染が 惹

起 され る と考え られ る．

　前述の 如 く恥骨上 カ テ ーテ ル に よ る尿路管理 は

術後 1 週間は 尿路感染 の 防止 に 極 め て 有用 で あ

り， また 術後第 2週 目V：　7 日間の NA 投与に よっ

て
， そ の 後 の 経尿道的上行感染を ほ ぼ完全 に 防止

し得た こ と か ら
， 術後第 2 週 目に は な お 下部尿路

に 手術に よ る易感染状態 が しば らく続 くこ とが予

測 され る の で ，感染予防 に は こ の 期間の 化学療法

剤 の 併用が必要 と考え られ る．

　さ らに 恥骨上 カ テ ーテ ル 群 に お け る退院後の 有

意細菌尿 の 頻 度 （9，4％）は 従来 の 経尿道 カ テ ーテ

ル 群 に お げる頻度 （21．1％）に 比較 し て 有意に 減

少して い る こ とを認 め た．また経尿道 カ テ
ー

テ ル

群 の 有意細菌尿 と尿道内細菌数 との 相関関係を認

め ，か つ これ ら尿道内細菌叢は 細 菌種 も健常婦人

に 比 較し GNR の 検出率 が高 く，再発 性尿路感染

の 女子 に 認め る正常尿道細菌叢 と異 なる慢性尿道

感染 の 細菌叢
1
吻こ類似 の 傾 向に あつ た こ とよ り，

経尿道留置 カ テ ーテ ル と頻回 の 時間導尿 な どの 経

尿道処置は尿道 に慢性炎症 をもた らし
，

これが退

院後 の 尿路感染発生の 大きな誘因を な し て い る と

思われ る．

　以上，広汎性子宮全摘 出術後に発生す る尿路感

染 の 原因に つ い て ，細繭学的立場か ら検 討 し ， 術

後早期尿路感染の 経路に つ い て 詳細に追 求 し た ．

そ し て 術後第 2週 目 ， 即 ち 自尿開始後尿遵内細菌

は 経尿道的 に 自然 に上行す る こ とを確認 し ， 早期

感染の 予 防に 経尿 道的 留置 カ テ ーテ ル 法 を 避け

て ， 恥骨上 カ テ
ー

テ ル 法に よ り術後 の 尿路管理を

行 い ，少な くとも術後第 2週 匿の 7 日間 ま で は 抗

菌剤 の 投与 が必要 で ある こ と ， また こ の 様な予防

方法 に よ り後期尿路感染 の 発生率を も著明 に 低 下

し うる こ とを立証 した ．

　 本 論 文 の 要 旨 は 昭 和 52年 第 29回 日 本産 科婦人科学会学 術

講 演 会 及 び昭 和56年第 8 回 ア ジ ア 。オ セ ア ニア 産科婦人 科

学 会 議で 発表 し た ．

　稿 を終 る に 臨 み ，御 指 導，御校 閲を 賜わ り ま し た 恩 師野

田 克 已 教 韭受に 深謝歪女しま す．
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